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畑作物の連作辞書と作付体系に関する研究

第3報　野菜連作と普通作物導入の効果
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1　は　し　が　き

近年，野菜など高収益作物の専作化の結果，指定産地を

中心に連作障害が大きな問題となっている。しかし．東北

におけろ野菜の連・輪作試験は普通作物に比べ少なく，早

急に対策技術を確立することが望まれていろ。

蓑1

tlI　試験区の構成

本朝は野菜の作付体系の中に普通作物を組み入れたとき

の効果と障害発生後に実施した若干の併任的処理について

検討したものであろ。

2　■試　験　方　法

試験1：「普通作物導入による障害除去」（昭52～添年）

区　　 番 初 年 目 （52 ） 2 年 目 （53 ） 3 年 日 （54 ） 4 年 目 （55 ） 5 年 日 （56 ）

仙　 1 レ　 タ　 ス レ　 タ　 ス　 12 ） レ　 タ　 ス （21 レ　 タ　 ス　 12 1 レ　 タ　 ス　 12 ）

2 ニ ン ジ ン ニ　ン ジ ン ニ ン ジ ン ニ　ン ジ ン ニ ン ジ ン

3 レ　 タ　 ス 大　　　 豆 レ　 タ　 ス 12 I ト ウ モ ロ　コ シ レ　 タ　 ス （2 ）

4 レ　 タ　 ス　　　 麦　　　 レ タ ス レ　 タ　 ス　　　 麦　　　　 レ タ ス レ　 タ　 ス　 麦

5 ニ ン ジ ン 大　　 豆 ニ ン ジ ン ト ウ モ ロ　コ シ ニ ン ジ ン

6 ニ ン ジ ン 麦　　　 レ タ ス ニ ン ジ ン　　　 麦　　　　 レ タ ス ニ ン ジ ン

7 大　　 豆 レ　 タ　 ス （2 ） ト　ウ モ ロ　コ シ ニ ン ジ ン 麦　　 レ タ ス
l

8 ト ウ モ ロ　コ シ ニ ン ジ ン 大　　　 豆 レ　 タ　 ス 麦　　　 レ タ ス

9 レ　 タ　 ス （2 ） ニ ン ジ ン　　　 麦　　　　　 白 菜 大　　 豆 レ　 タ　 ス

10 ニ ン ジ ン レ　 タ　 ス　 t2 ） ニ ン ジ ン レ　 タ　 ス　 （2 ） ニ ン ジ ン

注．レタス12）：年2作

12）供試面積　　連作区，輪作区　各系列18　1区制

13）耕種概要

．作　　 物　　 名 播　 種　 斯 栽 植 密 度
施　　 肥　　 量　 （晦 ／a ）

N P 2 0 5 K 2 0 共 通 項 目

レ タ ス 春 播 4 月 28 日 50 C孤 × 3 0 ぐれ
1．6 ＋ 0．4 1．5 1．6 ＋ 0 ．4

堆 肥　 20 0

（グ レ ー トレ ー ク ス 36 6 ） 夏 播 移 植 9 23 0 8 フ イル ム 熔 燐　 10

ニ ン ジ ン （址 8 着 播 5 寸 ） 5 月 6 日 50 亡訪 × 10 （：爪 1．2 ＋ 0．4 ＋ 0．4 1．5 1．2 ＋ 0．4 ＋ 0．4 炭 カ ル 10

試験2：「障害発生後の桝種的処理」（昭56，57年）

連作3年目で立枯性の障害が発生した短板ニンジンの圃

場を供試し．以下の処理を行った。1）無処理，2）青刈

エンバクすき込み（乾物重31．8時／8）．3）石灰N（5．7

時／8），4）堆肥多投（300毎／8），5）深耕（25～30

用），6）輪作（対照），なお，耕種概要は試験1と同じ。

3　試験結果及び考察

試験1の結果は，収量推移を図1に，品質比較を図2に，

また前作物の遠いと後作の雑草発生について図3にそれぞ

れ示した。

レタス連作区の収塁低下は．2年目（3作）からみられ．
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次第にその程度が強まり，4年目（7作）で上物収量がゼ

ロとなった。また．短根ニンジンの連作区も同様に3年目

（3作）から急激な収量低下がみられた。この減収理由と

しては，図2からも明らかなように，レタスでは不結球，

小球の増加，短板ニンジンでは立枯性障害による欠株と規

格外比率の増加があげられる。

これに対し輪作区は導入作物の陛莱削こかかわらず収量，

品質共に勝った。また．恥10のレタス．短根ニンジンの交

互作，つまり野菜だけの2年輪作区では普通作物を組み入

れた輪作区に準じた収量が得られており，5か年間に限っ

てみれば，異科野菜の組み合せも連作障害の軽掛こ効果的

と思われる。

一方．普通作物導入のクリーニング効果として，図3か

ら前作物に大豆を組み入れた場合，後作の雑草発生が減少

しており，大豆の高い抑草効果が確認された。
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図2　普通作物導入とレタス，ニンジンの品質比較
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図3　普通作物導入とレタス，ニンジンの雑草発生

試験2では現地農家で行われている連作障害対策のうち

のいくつかを，前記短棍ニンジンの立枯性障害を対象に処

理し，その効果を検討した。

図4に立枯性障害による枯死株の発生程度を示した。5

月23日の発芽個体を100％とした場合．その後の残存株は．

堆肥多投〉無処理〉深耕の頓で急激に低下したが．石灰牒

区は輪作区と同様高い割合で推移した。この差は収量にも

大きく影響し，図5に示したとおり．輪作区の収量が最も

高く，次いで石灰N区が高く．他は無処理に比べ効果はあ

るものの極めて小さいものであった。

このことは．障害発生後の耕種的処理には一定の限界が

あり．なによりも連作障害の発生を未然に防ぐ合理的輪作

体系の確立の重要性を示している。
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図4　処理別の残存株率の推移
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4　摘　　　　　要

11）レタス．短桐ニンジンは連作3年日から急激に減収

した。普通作物を組み入れた輪作の収量・品質はいずれも

連作を上回った。また．輪作に大豆を組み入れた場合，高

い抑草効果が認められた。

（2）障害発生後の処理では，いずれも輪作に勝るものは

なく．石灰N施用でやや効果がみられた。


